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令和 5年 7月第63号

令
和
5
年
度
　
中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

経
験
・
知
識
生
か
し

経
験
・
知
識
生
か
し

��

活
動
を
展
開

活
動
を
展
開

関
連
記
事
は
2
ペ
ー
ジ

会長あいさつ会長あいさつ

　
5
月
11
日
（
木
）、
福
岡
市
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
ふ
く
ふ
く
ホ
ー
ル
に

て
、
令
和
5
年
度
中
央
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
柴
田
会
長
よ
り
「
担
い

手
の
不
足
、
会
員
減
少
な
ど
か
ら

の
ク
ラ
ブ
の
解
散
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
5
年

度
も
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の

一
層
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

行
政
、地
域
団
体
と
の
連
携
を
深
め
、

会
員
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い

な
が
ら
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
参
加
者
86
名
の
中

か
ら
議
長
に
選
出
さ
れ
た
岡
部
武

信
氏（
赤
坂
校
区
）の
進
行
の
も
と
、

議
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。議
事
で
は
、

令
和
4
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告

お
よ
び
監
査
報
告
、
令
和
5
年
度

の
事
業
計
画
（
案
）、
お
よ
び
予
算

（
案
）
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
参
加
者
皆
さ
ん
の
拍
手
に
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
感
謝
状
お
よ
び
お
祝
い
状

の
贈
呈
式
で
は
、
中
央
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
の
木
内
潤
子

氏
に
退
任
役
員
感
謝
状
が
、
第
二

仁
寿
会
の
安
田
正
道
氏（
当
仁
校
区
）

に
は
白
寿
お
祝
い
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

感謝状を受ける木内潤子氏感謝状を受ける木内潤子氏
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◆白寿お祝い状 安田　　正道（当仁校区）

◆退任役員
連合会副会長職 木内　　潤子（簀子校区）

◆退任校区女性部長 増本　　桂子（南当仁校区）
橋本　　英子（平尾校区）

《中央区老人クラブ連合会 感謝状》

《福岡市老人クラブ連合会 表彰》
◆老人クラブ育成功労者表彰（市老連役員）

木内　潤子　福岡市老人クラブ連合会　副会長

◆老人クラブ育成功労者表彰（単位老人クラブ会長）
大村　昌弘　警　固校区　第三百寿会
金子　　強　福　浜校区　第一福寿会
早田　歌子　福　浜校区　第二福寿会
郷原　　清　福　浜校区　第三福寿会
倉地　利幸　南当仁校区　第十功寿会

◆老人クラブ育成功労者表彰（地区（校区）女性部長）
矢野 美代子　警　固校区　第一百寿会

令和 5 年度 表彰者等一覧令和 5 年度 表彰者等一覧 敬称略

令和 5 年度令和 5 年度  役員・運営委員役員・運営委員

役職名 氏　名 校区・地区等
会　長 柴田 　　宏 警　固

副会長
松井 　正博 春　吉

郡嶋 　郁子 春　吉

会　計 小堀 　康治 草ヶ江

監　事
小谷 　享子 高　宮

片岡 　潤治 小　笹

運営委員

三原 　哲彦 大　名

小野 　文憲 舞　鶴

木内 　潤子 簀　子

岡部 　武信 赤　坂

森 　カズ子 福　浜

鶴田 　勇夫 当　仁

佐藤 　　光 南当仁

相 　　正和 平　尾

白幡 　　擴 笹　丘

令和 5 年度 令和 5 年度 
校区校区・・地区女性部長地区女性部長

役職名 氏　名 校区・地区等
部会長 郡嶋　郁子※ 春　吉

女性部長

岩下リヨ子 大　名

岡田　幸子 舞　鶴

木内　潤子※ 簀　子

矢野美代子 警　固

原口　浩子 赤　坂

小野満智子 草ヶ江

中村万喜子 福　浜

松本　光子※ 当　仁

小金丸洋子 南当仁

清武　洋子 平　尾

古賀久美子※ 高　宮

大野　節子※ 笹　丘

篠原　啓子※ 小　笹

令和 5 年度 基本理念
　中央区老人クラブ連合会は、「健康・友愛・奉仕」の全国三大運　中央区老人クラブ連合会は、「健康・友愛・奉仕」の全国三大運
動を基本に、仲間づくりを通して、生きがいと健康づくり、生活を動を基本に、仲間づくりを通して、生きがいと健康づくり、生活を
豊かにする活動を行うとともに、会員自らが、地域社会の支え手の豊かにする活動を行うとともに、会員自らが、地域社会の支え手の
一員として、これまで培ってきた豊かな経験、知識を活かして地域一員として、これまで培ってきた豊かな経験、知識を活かして地域
社会に貢献する。あわせて、魅力ある楽しい老人クラブを目指して、社会に貢献する。あわせて、魅力ある楽しい老人クラブを目指して、
各種事業の推進や組織の活性化、新会員の加入促進に努め、豊かで各種事業の推進や組織の活性化、新会員の加入促進に努め、豊かで
活力ある長寿社会の実現に向けて活動を推進する。活力ある長寿社会の実現に向けて活動を推進する。

１ 生きがい、健康づくり、仲間づくりの推進１ 生きがい、健康づくり、仲間づくりの推進

２ 地域の支え手の一員として、地域と連携した友愛活動、社会奉仕活２ 地域の支え手の一員として、地域と連携した友愛活動、社会奉仕活
動の推進動の推進

３３  魅力ある老人クラブづくりと、地域諸団体と連携した未加入高齢者魅力ある老人クラブづくりと、地域諸団体と連携した未加入高齢者
に対する加入促進に対する加入促進

※＝単位クラブ会長を兼任

総会にて感謝総会にて感謝
状が贈呈され状が贈呈され
ました！ました！

退任された単位クラブ会長の皆さん退任された単位クラブ会長の皆さん

総会の様子総会の様子

◆退任単位クラブ会長 舞　鶴校区 第六松寿会　　　村井 　昭男
春　吉校区 第二老壮会　　　安武 　英子
赤　坂校区 桜　　　会　　　橋本 　清史
草ヶ江校区 第三草寿会　　　菅　 　栄次
当　仁校区 第五仁寿会　　　井上 　　宏
当　仁校区 第八仁寿会　　　原　 　　勉
南当仁校区 第四功寿会　　　安部　 和廣
南当仁校区 第九功寿会　　　佐々木 博宣
平　尾校区 薬院 GS 会　　　金山 富佐重
小　笹校区 第八小笹平和会　小島　 幸枝
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令和5年度　月別事業予定表

※生きがいと健康づくり、友愛訪問、老人いこいの家消耗品補充業務は随時

実施日 行事名 場　所（予定） 摘　要

10

5 木
グラウンド・ゴルフ大会

（予備日 10 月 6 日）
平和台競技場

11～
15

水～
日

（市）高齢者美術展
（搬入、展示 10 月 10 日）

福岡市美術館 教養文化部会

19 木 女性リーダー研修会（視察研修） 未定

24 火
（市）グラウンド・ゴルフ大会
（予備日 10 月 25 日）

舞鶴公園

26 木
10月期運営委員会・活性化
対策委員会

大名公民館

28 ～
31

土～
火

ねんりんピック愛媛大会 愛媛

11

8 ～ 9
水～
木

全国老人クラブ大会 秋田 区老連会長

14 火
高齢者健康スポーツ大会

（ウォーキング）
大濠公園

15 水 （市）総務部会⑤ 市民福祉プラザ

22 水 （市）理事会⑤ 市民福祉プラザ

24 金 11 月期運営委員会 大名公民館

28 火 （市）体育部会② 市民福祉プラザ

予　定 単位クラブ会長研修 未定

12

6 水 高齢者ソフトダーツ大会 中央体育館

8 金 （市）女性部研修会 市民福祉プラザ 女性部

20 水
１２月期運営委員会・高齢
者作品展実行委員会

大名公民館

1

16 ～
21

火～
日

高齢者作品展（搬入 15 日、
搬出 21 日）

福岡市美術館 教養文化部会

24 水
１月期運営委員会・活性化
対策委員会

大名公民館

25 木
（市）老人クラブリーダー
養成研修会

市民福祉プラザ

31 水 （市）ソフトダーツ大会 市民体育館

予定
運営委員会・女性部活性化
対策委員会視察研修

未定
運営委員

校区女性部長

2

7 水 （市）伝承社会奉仕部会② 市民福祉プラザ

14 水 （市）総務部会⑥ 市民福祉プラザ

22 木 （市）理事会⑥ 市民福祉プラザ

28 水 ２月期運営委員会 大名公民館

3

5 火 友愛訪問事業説明会 市民福祉プラザホール
友愛訪問班長
（単ク会長）

6 水
（市）総務部会⑦
高齢者農園委員会②

市民福祉プラザ

15 金 （市）理事会⑦ 市民福祉プラザ

21 木
３月期運営委員会
活性化対策委員会

大名公民館

※「中央区老ク連だより」の発刊（令和 4年 7月および令和 5年 1月予定）
※�各種事業については、会場の都合や天候不順により、開催場所や日時を
　変更することがあります。

実施日 行事名 場　所（予定） 摘　要

４

7 金 令和４年度会計監査 大名公民館

10 月 （市）会計監査 市民福祉プラザ

13 木
（市）総務部会①
高齢者農園委員会①

市民福祉プラザ

18 火 広報部会 区役所事務局

20 木 （市）理事会① 市民福祉プラザ

26 水 （市）役員・新役員合同協議会 市民福祉プラザ

27 木 ４月期運営委員会 大名公民館 新・旧運営委員

5

11 木 通常総会 市民福祉プラザホール 単ク会長 ･ 女性部長

18 木 新任会長、新任女性部長研修 市民福祉プラザ

23 火
（市）通常総会 
（市）総務部会②、理事会②

市民会館

24 水 ５月期運営委員会 大名公民館

30 火 （市）広報部会 市民福祉プラザ

6

5 月 （市）教養文化部会① 市民福祉プラザ

7 水 教養文化部会 大名公民館

8 木 （市）総務部会③　　　 市民福祉プラザ

9 金 囲碁 ･ 将棋大会 市民福祉プラザ

13 火 （市）女性部会① 市民福祉プラザ

20 火 女性部会活性化対策委員会 大名公民館

26 月
（市）理事会③
（市）伝承社会奉仕部会①

市民福祉プラザ

28 水
６月期運営委員会
活性化対策委員会

大名公民館

29 木 伝承社会奉仕部会 区役所事務局

30 金 （市）体育部会① 市民福祉プラザ

7

5 水 体育部会 大名公民館
６～
７

木～
金

九州ブロック老人クラブ
リーダー研修会

福岡市 区老連役員

12 水
高齢者演芸大会

（リハーサル 7 月 11 日）
市民センターホール

教養文化部会
女性部

12 水 女性部活性化対策委員会 市民センター

14 金 保健福祉大会運営委員会 市民福祉プラザ 区老連会長

26 水 ７月期運営委員会 大名公民館

28 金 （市）囲碁・将棋大会 市民福祉プラザ

8

9 水 （市）総務部会④ 市民福祉プラザ

17 木 （市）理事会④ 市民福祉プラザ

24 木
８月期運営委員会
活性化対策委員会

大名公民館

30 水 福岡市高齢者保健福祉大会 市民会館

9

5 火 広報部会 区役所事務局

12 火 リーダー研修会 市民福祉プラザホール 単ク会長、女性部長

13 水 （市）女性部会② 市民福祉プラザ

20 水 （市）教養文化部会② 市民福祉プラザホール

20 水 全国一斉社会奉仕の日 各校区・地区

25 月 （市）健康づくりリーダー研修会 市民福祉プラザ

26 火 運営委員会 ･ 健康料理教室 市民福祉プラザ

27 水 （市）広報部会② 　
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大 会 結 果（カウント・アップの部）

【敬称略】

Ａコート
優　勝 村井 　昭男 舞　鶴
準優勝 北川 　武彦 笹　丘
第 3 位 上野 　　司 大　名

Ｂコート
優　勝 山下  　和子 笹　丘
準優勝 水鳥川 多美子 警　固
第 3 位 平田  　節良 草ヶ江

　
12
月
10
日
（
土
）、
令

和
4
年
度
第
13
回
中
央

区
高
齢
者
ソ
フ
ト
ダ
ー

ツ
大
会
を
福
岡
市
立
赤

坂
小
学
校
体
育
館
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

令
和
4
年
度
中
央
区
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会

狙いを定めて！狙いを定めて！

　
今
大
会
に
は
１
２
８

名
が
参
加
し
、
カ
ウ
ン

ト
・
ア
ッ
プ
方
式
と
ア
ン

ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ
ト
方
式

の
2
種
目
で
各
々
腕
を

競
い
合
い
ま
し
た
。

ダ
ー
ツ
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り

最
高
年
齢
は
90
歳
！

　

5
月
18
日
（
木
）、

福
岡
市
市
民
プ
ラ
ザ

に
て
中
央
区
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
新
任

会
長
、
新
任
校
区
女

性
部
長
研
修
会
を
開

催
し
、
当
日
は
単
位

ク
ラ
ブ
会
長
10
名
と

新任会長・新任女性部長研修会令和5年度

校
区
女
性
部
長
3
名

の
計
13
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
中

央
区
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
福
祉
・
介
護
保

険
課
職
員
と
中
央
区

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

活
動
推
進
員
よ

り
、
福
岡
市
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
補
助

金
交
付
制
度
や
老

人
ク
ラ
ブ
の
基
本

活
動
や
友
愛
訪
問

活
動
に
つ
い
て
話

が
あ
り
ま
し
た
。

新
任
リ
ー
ダ
ー
の
心
得
学
ぶ

　
特
別
賞
に
は
男
女
1

名
ず
つ
が
選
ば
れ
、
男
性

の
部
で
は
笹
丘
校
区
の

末
松
真
市
さ
ん
（
89
歳
）、

女
性
の
部
で
は
南
当
仁

校
区
の
石
田
妙
子
さ
ん

（
90
歳
）
に
最
高
年
齢
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
大
会
の
カ
ウ

ン
ト
・
ア
ッ
プ
方
式
成
績

上
位
者
15
名
が
福
岡
市

老
連
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
大

会
へ
出
場
し
ま
し
た
。
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2
月
27
日
（
月
）、
福
岡
市

市
民
プ
ラ
ザ
ふ
く
ふ
く
ホ
ー

ル
に
て
78
名
が
参
加
の
も
と
、

中
央
区
友
愛
訪
問
事
業
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
初
め
に
、
中

村
学
園
大
学
教
育
学
部
教
授

の
笠
原
嘉
治
氏
に
よ
る
「
多

様
性
社
会
を
予
見
し
た
司
馬

ワ
ー
ル
ド
の
作
品
を
読
み
解

く
」
と
題
し
「
相
手
の
状
況

や
気
持
ち
に
思
い
を
寄
せ
る

友愛訪問事業説明会令和5年度

今まで以上に今まで以上に
�健康第一で活動を�健康第一で活動を

心
に
光
を
あ
て
て
人
々
を
引

き
つ
け
る
作
品
と
な
っ
て
い

る
」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介

が
始
ま
り
、
春
吉
校
区
老
壮

会
会
長
の
松
井
正
博
氏
は「
春

吉
校
区
老
壮
会
は
、
コ
ロ
ナ

対
策
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、

毎
月
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
ダ
ー

ツ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和

４
年
度
は
健
康
料
理
教
室
や

公
民
館
で
の
健
康
講
座
な
ど

は
中
止
し
ま
し
た
が
、
令
和

５
年
度
は
今
ま
で
以
上
に
、

健
康
第
一
に
活
動
し
て
い
き

ま
す
」
と
事
例
発
表
に
混
じ

え
て
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
活
動
紹
介
の
後
は
、
令
和

４
年
度
の
単
位
老
人
ク
ラ
ブ

の
市
補
助
金
実
績
報
告
書
お

よ
び
次
年
度
申
請
手
続
き
に

つ
い
て
の
説
明
が
中
央
区
福

祉
・
介
護
保
険
課
よ
り
行
わ

れ
、
皆
さ
ん
真
剣
に
話
に
聞

き
入
り
、
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講師の松井正博氏（写真左）講師の松井正博氏（写真左）

笑顔あふれるクラブ活動笑顔あふれるクラブ活動

赤坂
桜
会

会
長
　
中
村
　
一
男

　
令
和
3
年
度
限
り
で
、
前

会
長
が
勇
退
さ
れ
た
後
を
受

け
て
、
令
和
4
年
度
か
ら
桜

会
の
会
長
に
就
任
し
ま
し

い
状
態
で
し
た
の
で
、
何
か

ら
始
め
て
い
っ
た
ら
良
い
の

か
手
探
り
の
状
態
で
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
私
に
対
し
て

赤
坂
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
岡
部
会
長
を
は
じ
め
周

り
の
方
々
の
あ
た
た
か
い
支

援
の
お
陰
で
、
ど
う
に
か
乗

り
切
っ
た
1
年
間
で
し
た
。

　
1
年
が
過
ぎ
て
若
葉
マ
ー

ク
も
外
れ
る
令
和
5
年
度
か

ら
は
、
少
し
ず
つ
皆
さ
ま
の

役
に
立
て
る
よ
う
に
な
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
緩
和
さ
れ
て
き
て

バ
ス
ハ
イ
ク
も
4
年
ぶ
り
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
を
機
に
皆
さ
ま

と
の
交
流
を
深
め
、
次
に
繋

げ
て
い
き
た
い
と
張
り
き
っ

て
い
ま
す
。

　
他
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

を
見
習
い
な
が
ら
、
皆
さ
ん

と
一
緒
に
喜
び
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
な
ク
ラ
ブ
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

随  想随  想

た
。
同
時
に
自
治
会
の
会
長

も
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
地
域
の
活
動

に
ほ
と
ん
ど
携
わ
っ
て
い
な

若
葉
マ
ー
ク
の
会
長

若
葉
マ
ー
ク
の
会
長
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随  想随  想

　
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
会
員
の
方
向
け
に
3

つ
の
保
険
を
ご
案
内
し
て
お

り
ま
す
。

　
傷
害
保
険
24
時
間
型
は
、

　
友
達
に
誘
わ
れ
て
功
寿
会
に

入
会
し
た
私
が
、会
長
に
な
り
、

わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
先

輩
の
皆
さ
ま
に
教
え
て
い
た
だ

き
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
校
区
の
皆
さ
ま
、
ダ
ー
ツ
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
清
掃

活
動
な
ど
を
、
あ
ち
こ
ち
痛
い

と
言
い
な
が
ら
も
元
気
に
活
動

し
て
い
る
こ
と
に
ビ
ッ
ク
リ
で

す
。
私
は
「
で
き
る
時
に
で
き

る
こ
と
を
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
公

民
館
で
子
育
て
サ
ロ
ン
「
プ
チ

サ
ン
パ
ー
ク
」
で
か
わ
い
い
子

ど
も
た
ち
と
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん

だ
り
手
遊
び
し
て
、
心
い
や
さ

れ
、
ま
た
地
行
住
宅
で
は
「
ふ

れ
あ
い
サ
ン
さ
ん
サ
ロ
ン
」
を

し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
や
ダ
ー
ツ
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
向
け
保
険
の
ご
案
内

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
向
け
保
険
の
ご
案
内

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

〒100-0013  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770
お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767

加入申込書等、
資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

③補償範囲・掛金タイプ：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店までお問い合わ
せください。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。

10月
4月

10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
2023年7月15日～9月15日まで
2024年1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

日常生活全般のケガを補償。
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償が付いたタイプ
もあります。
老人クラブ活動中のケガを補償

2023年3月作成　22TC-102744

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

2023年
2024年

2023年
2024年

保険始期月 保険期間

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷害保険

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う老人クラブ活動中の対人・対物事故が対象です。往復途上は対象外。賠償責任保険老人クラブ

老人クラブ

時
に
は
芸
人
さ
ん
を
よ
ん
で
皆

で
歌
っ
た
り
、
保
健
師
さ
ん
や

運
動
指
導
士
さ
ん
に
来
て
も
ら

い
、
体
に
良
い
こ
と
や
、
運
動

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
最
後
に

お
茶
や
お
か
し
を
食
べ
て
、
お

互
い
に
言
い
た
い
こ
と
を
話
し

て
い
ま
す
。
こ
の
3
年
間
コ
ロ

ナ
に
注
意
し
て
の
活
動
で
し
た

が
、
皆
さ
ん
も
ス
タ
ッ
フ
も
コ

ロ
ナ
に
か
か
る
こ
と
な
く
楽
し

く
、
元
気
に
活
動
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
行
き
た
い
と
こ

ろ
に
行
き
、
食
べ
た
い
も
の
を

食
べ
、生
き
た
お
金
を
使
っ
て
、

あ
ー
す
れ
ば
よ
か
っ
た
と
言
わ

な
い
よ
う
に
無
理
せ
ず
、
楽
し

く
健
康
に
、
そ
し
て
転
ば
な
い

よ
う
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
て
安
心
の
毎
日
を
!!

ク
ラ
ブ
活
動
中
の
ケ
ガ
の
み

な
ら
ず
、
日
常
生
活
で
の
ケ

ガ
も
補
償
の
範
囲
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
傷
害
保
険
活
動

型
は
、
活
動
中
の
ケ
ガ
の
み

の
補
償
で
す
。
ま
た
、
他
人

に
ケ
ガ
を
さ
せ
て
し
ま
っ
た

時
な
ど
の
賠
償
責
任
保
険
も

あ
り
ま
す
（
単
位
ク
ラ
ブ
全

会
員
加
入
が
条
件
）。

　
万
一
に
備
え
、
会
員
み
ん

な
で
、
そ
し
て
ク
ラ
ブ
で
ぜ

ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

ボランティアって楽しい！！ボランティアって楽しい！！
南
当
仁

第四功寿会

会長　吉丸　美代子

ボランティアばんざい！ボランティアばんざい！
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警固
萬
寿
会

会
長
　
明
石
　
國
治

幼
少
期
の
思
い
出

幼
少
期
の
思
い
出

　
私
は
農
家
の
3
男
坊
に
生

ま
れ
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
ま

し
た
。
今
日
は
私
の
子
ど
も
時

代
に
、
ど
ん
な
遊
び
を
し
て
い

た
か
、
ど
ん
な
農
家
の
手
伝
い

を
し
て
い
た
か
久
し
ぶ
り
に

振
り
返
っ
て
み
ま
す
。

　
時
代
は
昭
和
17
年
戦
時
中

に
糸
島
郡
の
国
民
小
学
校
に

入
学
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
近

所
の
集
落
は
ど
の
家
庭
で
も

子
供
が
1
軒
の
家
庭
で
4
人

か
ら
7
人
、
母
親
と
お
じ
い
さ

西公園の花見と一句西公園の花見と一句

当
仁

仁寿会

鳥井　幸子

　
当
仁
校
区
に
在
住
し
て
75

年
あ
ま
り
、
文
教
の
地
と
言

わ
れ
た
だ
け
に
歴
史
探
訪
を

し
な
が
ら
多
く
の
こ
と
を
学

ば
さ
せ
て
頂
い
た
。

　
大
好
き
な
当
仁
校
区
に
今

日
ま
で
生
命
を
授
か
り
、
今

は
楽
し
く
日
々
を
過
ご
さ
せ

坂
道
を
の
ぼ
り
つ
め
れ
ば
西
公
園

坂
道
を
の
ぼ
り
つ
め
れ
ば
西
公
園

　
　
　
ポ
カ
ポ
カ
天
気
の
春
の
ひ
と
と
き

　
　
　
ポ
カ
ポ
カ
天
気
の
春
の
ひ
と
と
き

乾
杯
と
い
わ
れ
我
コ
ッ
プ
あ
げ

乾
杯
と
い
わ
れ
我
コ
ッ
プ
あ
げ

　
　
　
呑
め
る
人
び
と
羨
ま
し
く
思
う

　
　
　
呑
め
る
人
び
と
羨
ま
し
く
思
う

恵
ま
れ
て
花
見
の
宴
の
賑
や
か
さ

恵
ま
れ
て
花
見
の
宴
の
賑
や
か
さ

　
　
　
舞
ひ
散
る
桜
馳
走
の
う
え
に

　
　
　
舞
ひ
散
る
桜
馳
走
の
う
え
に

つ
ぎ
つ
ぎ
と
舞
ひ
散
る
桜
花
ふ
ぶ
き

つ
ぎ
つ
ぎ
と
舞
ひ
散
る
桜
花
ふ
ぶ
き

　
　
　
幼
き
こ
ろ
の
雪
の
偲
ば
る

　
　
　
幼
き
こ
ろ
の
雪
の
偲
ば
る

て
頂
い
て
い
る
。
人
は
誰
し

も
悲
し
み
苦
し
み
を
乗
り
越

え
て
今
が
あ
る
。
こ
の
命
は

動
植
物
た
く
さ
ん
の
数
知
れ

な
い
命
を
頂
い
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

　
私
は
3
月
31
日
町
内
の
仁

寿
会
の
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に

桜
を
見
て
楽
し
ん
だ
。

　
誘
っ
て
く
だ
さ
ら
な
か
っ

た
ら
地
元
に
い
な
が
ら
西
公

園
の
桜
を
見
る
な
ど
思
い
も

し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
感
謝

の
1
日
だ
っ
た
。

　
そ
の
時
の
あ
り
の
ま
ま
を

読
ん
だ
和
歌
、
な
ん
と
な
く

い
ま
ひ
と
つ
と
思
う
が
…
。

ん
、
お
ば
あ
さ
ん
そ
し
て
兵
役

に
成
れ
な
い
お
父
さ
ん
の
計

8
人
か
ら
10
人
ほ
ど
の
家
族

で
し
た
。
そ
の
た
め
、
遊
ぶ
の

に
は
い
つ
も
近
所
の
上
級
生

と
い
っ
し
ょ
で
し
た
。

　
そ
の
頃
の
遊
び
は
記
憶
を

辿
っ
て
み
る
と
、
小
学
校
の
1

年
か
ら
6
年
生
ぐ
ら
い
10
人

か
ら
14
、
15
人
で
6
年
生
を
中

心
に
鬼
ご
っ
こ
や
陣
取
合
戦
、

瓦
倒
し
、
瓦
蹴
り
、
木
登
り
な

ど
が
定
番
で
し
た
。
正
月
は
凧

揚
げ（
自
作
の
凧
）コ
マ
回
し
、

メ
ン
コ
そ
し
て
竹
馬
乗
り
（
山

か
ら
竹
を
切
っ
て
き
て
先
輩

の
指
導
で
作
っ
て
い
ま
し
た
）。

冬
休
み
は
山
に
行
っ
て
カ
ッ

チ
ョ
罠
を
仕
掛
け
小
鳥
な
ど

を
取
っ
て
い
ま
し
た
が
、
罠
に

か
か
る
の
は
ネ
ズ
ミ
ば
か
り

で
し
た
。

　
川
魚
取
り
は
近
く
の
大
川

や
田
ん
ぼ
の
中
の
小
さ
い
川

や
、
溝
で
手
作
り
の
タ
ブ
ま
た

は
シ
ョ
ウ
ケ
で
す
く
っ
て
フ

ナ
、ナ
マ
ズ
や
ド
ン
コ
、ド
ジ
ョ

ウ
な
ど
小
魚
な
ど
捕
っ
て
川

魚
汁
を
作
り
家
族
で
食
べ
て

い
ま
し
た
。
冬
休
み
は
何
処
の

家
で
も
1
年
間
の
薪
を
準
備

す
る
た
め
、
大
人
の
人
が
山
か

ら
木
を
切
り
出
し
て
家
に
運

ん
で
き
た
の
を
の
こ
ぎ
り
で

薪
の
長
さ
に
切
り
、
斧
で
割
っ

て
薪
小
屋
に
積
み
上
げ
る
の

も
子
ど
も
た
ち
の
仕
事
で
し

た
。

　
ま
た
農
家
の
子
ど
も
の
仕

事
と
い
え
ば
12
月
か
ら
1
月

は
麦
踏
み
が
あ
り
ま
し
た
。
11

月
は
菜
種
植
え
、
5
月
は
菜
種

の
取
り
入
れ
や
麦
刈
り
、
6
月

は
田
植
え
の
苗
配
り
、
7
、
8

月
は
田
ん
ぼ
の
草
取
り
、
10
月

は
稲
刈
と
脱
穀
の
手
伝
い
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
毎
日
の
決
ま
っ
た

仕
事
は
お
風
呂
の
掃
除
、
水
汲

み
、
風
呂
焚
き
で
そ
の
こ
ろ
の

1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
毎

日
の
仕
事
で
し
た
。

　
以
上
の
こ
と
は
、
近
所
の
子

ど
も
は
み
ん
な
同
じ
よ
う
な

こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

様
な
こ
と
は
農
家
に
生
ま
れ

た
者
に
と
っ
て
は
当
た
り
前

の
こ
と
で
し
た
。

　
し
か
し
何
と
な
く
家
族
の

ぬ
く
も
り
を
感
じ
、
今
思
い
起

こ
せ
ば
、
楽
し
い
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。



第64号　8令和 5年 7月

簀子
簀
子
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
　
木
内
　
潤
子

歴
史
あ
る
『
簀
子
』
の
地
名

歴
史
あ
る
『
簀
子
』
の
地
名

　
ま
ぼ
ろ
し
の
「
す
の
こ
石
」

か
ら
と
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い

わ
れ
る
「
簀す
の
こ子
」。

　
現
在
は
簀
子
公
民
館
、
簀

子
公
園
に
名
を
残
す
の
み
と

な
り
ま
し
た
。

　
藩
政
時
代
の
唐
津
街
道
の

福
岡
か
ら
の
起
点
は
簀
子
町

と
大
工
町
と
の
境
で
福
岡
の

宿
場
で
あ
り
ま
し
た
。

　
貝
原
益
軒
の
「
筑
前
国
続

風
土
記
」
に
は
、
簀
子
の
浜

に
4
つ
の
巨
石
が
あ
り
海
中

（
小
築
石
）魚
町
沖（
大
築
石
）

長
宮
内
及
び
城
中
の
濠
そ
ば

で
、こ
れ
ら
は
地
中
で
繋
が
っ

た
一
つ
の
巨
石
で
簀
子
石
と

呼
ば
れ
た
、
と
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
の
は
じ
め
ま
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
岩
の
上
で
遊

ん
で
い
た
が
、
そ
の
後
見
え

な
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
帯
は
昭
和
20
年
の

空
襲
で
全
て
が
焼
失
。
そ
の

後
、
古
老
た
ち
が
集
ま
り
子

ど
も
時
代
の
記
憶
を
た
ど
っ

て
位
置
を
確
か
め
、
掘
っ
て

み
た
が
巨
石
は
つ
い
に
見
つ

か
ら
ず
、
簀
子
石
は
幻
と
な

り
ま
し
た
。（
家
庭
裁
判
所
の

近
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
）

　
現
在
の
簀
子
地
区
は
大
手

門
2
丁
目
（
1
部
）
と
大
手

門
3
丁
目
、
荒
戸
1
丁
目
、

港
1
〜
3
丁
目
、
西
公
園
の

1
部
か
ら
な
り
、
25
町
内
、

人
口
約
９
４
０
０
人
の
校
区

で
す
。

　
歴
史
の
な
か
で
忘
れ
て
は

い
け
な
い
こ
と
は
、
阿
波

（
現
・
徳
島
県
）
か
ら
明
治
21

年
、
九
州
へ
出
漁
す
る
よ
う

に
な
り
戦
前
、
戦
後
を
通
し

て
、
幾
多
の
困
難
に
遭
遇
し

な
が
ら
も
底
曳
網
漁
業
で
博

多
漁
港
を
発
展
さ
せ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
港
町
は
徳
島

の
人
が
多
く
、
関
西
な
ま
り

の
言
葉
が
多
く
聞
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
基
地
と
し
て
栄
え

た
港
町
も
今
は
底
曳
船
も
消

え
、
岸
壁
の
広
場
に
そ
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
残
す
の
み
と

な
り
ま
し
た
。

　
簀
子
町
と
い
う
町
名
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
空
襲
の
時
は

焼
け
野
原
と
な
り
多
く
の
犠

牲
者
を
出
し
ま
し
た
。

　
小
学
校
の
跡
地
も
現
在
は
、

工
事
中
で
あ
り
ま
す
。

　
簀
子
が
明
る
く
住
み
よ
い

安
全
な
町
と
し
て
、
発
展
す

る
よ
う
に
望
ん
で
い
ま
す
。

（
一
部
公
民
館
記
念
誌
参
照
）

 写真は宮崎県青島の 写真は宮崎県青島の
「鬼の洗濯板」と呼ば「鬼の洗濯板」と呼ば

れる天然の岩。「簀子れる天然の岩。「簀子
石」も残っていれば石」も残っていれば
このような風景が広このような風景が広
がっていたのではながっていたのではな
いでしょうか。いでしょうか。

　慰霊碑は、海で亡くなられた先輩を祀るとと
もに、船の航海安全を祈り大漁を祈願する福岡
底曳のシンボルであった。

◀かもめ広場と
　スクリューの
　モニュメント

随  想随  想
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若
者
に
声
を
か
け
ら
れ
て
元
気
出
る

独
り
さ
ま
ケ
イ
タ
イ
つ
れ
て
バ
ス
ル
ー
ム

愚
作
で
も
並
べ
て
楽
し
五
七
五

�

春
吉
校
区
　
第
五
老
壮
会
　
増
本
　
保
子

失
言
を
防
ぐ
マ
ス
ク
は
な
い
も
の
か

我
近
し
訃
報
の
年
は
八
十
代

マ
ス
ク
で
は
紅
さ
す
美
人
見
え
ま
せ
ん

高
齢
に
浮
世
ば
な
れ
の
ス
マ
ホ
わ
ざ

ね
た
き
り
を
休
養
だ
と
叔
父
は
言
う

ヒ
ャ
、
ハ
ッ
ト
汗
が
ど
ば
っ
と
暑
く
な
る

老
い
て
こ
そ
ス
マ
ホ
を
使
い
脳
ト
レ
を

�

福
浜
校
区
　
第
四
福
寿
会
　
藤
井
　
昭
子

天
神
の
街
は
重
機
の
ビ
ッ
ク
バ
ン

サ
ク
ラ
サ
ク
孫
も
志
望
の
大
学
へ

初
曽
孫
迷
わ
ず
名
前
は
翔
平
ち
ゃ
ん

�

舞
鶴
校
区
　
第
一
松
寿
会
　
藤
　
喜
代
子

〒 810-8622 中央区大名２-5-31

中央区老人クラブ連合会

TEL 092-718-1140
FAX 092-771-4955

『中央区老ク連だより』『中央区老ク連だより』
文芸作品募集文芸作品募集

短 歌 俳 句 川 柳

　ただいま「短歌・俳句・川柳」の作品　ただいま「短歌・俳句・川柳」の作品
を募集しています。皆さんの感性をを募集しています。皆さんの感性を
生かした作品をお待ちしています。生かした作品をお待ちしています。

　必ず校区名・地区名、クラブ名、　必ず校区名・地区名、クラブ名、
氏名、年齢、連絡先を明記ください。氏名、年齢、連絡先を明記ください。

応募方法応募方法

花

濠
の
水み
な
も面
を
風
ま
か
せ

藤
棚
を
見
上
げ
る
空
に
雲
一
つ

�
舞
鶴
校
区
　
第
一
松
寿
会
　
藤
　
喜
代
子

コ
ロ
ナ
禍
で

初
ひ
孫
に
会
え
ぬ
も
ど
か
し
さ

　
　
動
画
を
み
つ
め
る
曽
祖
父
母

さ
む
ら
い
ジ
ャ
パ
ン
世
界
一
に

　
　
わ
た
し
も
負
け
ず
に
大
声
援

�

　
高
宮
校
区
　
幸
せ
ク
ラ
ブ
　
大
坪
　
由
枝

鯉
の
ぼ
り

五
月
の
空
に
舞
い
上
が
れ

子
の
健
や
か
な
育
ち
を
願
う

女
性
軍

政ま
つ
りの
中
に
も
大
躍
進

困
っ
た
時
の
母
の
強
さ
か

5
連
敗

波
に
乗
れ
な
い
鷹
軍
団

ま
だ
ま
だ
早
い
百
四
十
試
合

　
　
　
当
仁
校
区
　
仁
寿
会
　
雨
あ
が
り
亭
　
鱧は
も
ね音
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〇中央区ちょこっとお出かけマップって？
身近な地域の魅力を再発見してもらうことを目的としたお散歩マップです。
いずれも約１時間程度のお散歩を楽しめるよう作っています。

〇どんな種類があるの？
区内であまり知られていない歴史上の人物や建物について紹介している「中央区歴史と
文化の説明板」を巡るコースと明治42年と現代の地図とを比較したコースがあります。

〇どこでもらえるの？
A3サイズのマップは中央区役所１階や企画振興課窓口（３階）で配布中です。
区ホームページでも掲載しているので、スマホやタブレット等でご利用いただけます。
なお、番外編コースは区ホームページでのみ公開中です。

ス マ ホ か ら は
QR コードの読
み取りでも OK!

区ホームページはこちらから
パソコン・スマホで検索！ ➡ちょこっとお出かけマップ

「中央区ちょこっとお出かけマップ」と一緒に「中央区ちょこっとお出かけマップ」と一緒に
区内を歩いてみませんか区内を歩いてみませんか

お寺や史跡等も
紹介しています♪

Ａ 草ヶ江コース（六本松駅スタート・ゴール） 

Ｂ 簀子コース（大濠公園駅スタート・ゴール）

Ｃ 平尾コース（薬院大通駅スタート・ゴール） 

Ｄ 舞鶴・警固コース（西鉄福岡（天神）駅スタート・ゴール） 

Ｅ 当仁東コース（大濠公園駅スタート・唐人町駅ゴール） 

Ｆ 当仁西コース（唐人町駅スタート・ゴール）

〜今と昔を比べてみよう〜（天神・那の津、長浜・舞鶴エリア）番外編

中央区の歴史を
知ることができます！

平尾コース「平尾山荘」平尾コース「平尾山荘」

草ヶ江コース「菊池霊社」草ヶ江コース「菊池霊社」

当仁東コース「せせらぎかっぱ」当仁東コース「せせらぎかっぱ」

簀子コース「圓應寺」簀子コース「圓應寺」
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1

4

2

5

3

中央区
社協事務所からの
お知らせ

もしもの時のための「安心情報キット」

持っておくと安心！「緊急時連絡カード」

஌ͬͯ ֶΜͰ ಘ͢Δ

生活情報ひろば
　このコーナーでは、シニアの皆さ
んの生活に関わる有益な情報をご
紹介します。様々な情報
を活用し、より豊かな生
活を送りましょう。

　中央区社協事務所で実施している事業の中から、
老人クラブ会員の皆様が活用できる事業を一部ご
紹介します !!

　一人暮らしの高齢者や障がい者など地域で見守りが必要な方を対象に、緊急
時にかかりつけの病院や緊急連絡先などの情報を活用できる「安心情報キット」
を、地域の皆さまにご協力いただき、配付しています。

　自分の緊急連絡先やかかりつけの病院などを記入でき
るカードです。外出先での事故や急病などで本人が連絡
先等を伝えることができない時に役立ちます。
　市内にお住まいの高齢者、障がい者、持病のある方など、
カードを希望される方にはどなたでもお配りしています。

「安心カード」に緊急連絡先やかかり
つけの病院等を記入

屋内（玄関の内側など）にシールを貼
る
※必ず内側に貼ってください

筒状の容器に「安心カード」を入れ、
冷蔵庫で保管（冷蔵庫以外は不可）

家の中で倒れた等で救急隊が駆けつ
けた際、キットの中の安心カードの
情報を元に対応

冷蔵庫の扉に「安心情報キット」の保
管を示すマグネットを貼る

※「安心カード」の他に容器に一緒に入れておくと安心なもの（例）
・健康保険証（写）　・本人の写真　・おくすり手帳（写）、服用している薬のことがわかるもの　など
※健康保険証の原本や財産にかかわる情報（通帳、現金、印鑑、カギなど）は入れないでください。

お財布などに入れて
持ち歩くことができます。

【お問合先】　福岡市社会福祉協議会　中央区社協事務所　電話：７３７－６２８０

安心情報キットの使い方

訪問するきっかけとして
活用しています。定期的
に「安心カード」を更新
してもらうよう声かけを
しています！
（民生委員）
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1
月
17
日
（
火
）
〜
22
日
（
日
）、
中
央
区
高
齢

者
作
品
展
を
福
岡
市
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ａ
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
期
間
中
、
会
場
で
は
、
洋
画
、
日
本
画
、
書
、
写

真
、
工
芸
の
5
部
門
で
計
46
点
が
会
場
を
彩
り
ま
し

た
。
ど
の
作
品
も
プ
ロ
顔
負
け
の
ク
オ
リ
テ
ィ
が
高

い
も
の
ば
か
り
で
、
来
場
い
た
だ
い
た
約
６
０
０
名

の
方
は
作
品
一
つ
ひ
と
つ
を
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
て

い
ま
し
た
。

中
央
区
高
齢
者
作
品
展
開
催

つ
い
ぞ
見
惚
れ
る

つ
い
ぞ
見
惚
れ
る
4646
点点

玄
人
は
だ
し
の
力
作
ぞ
ろ
い

玄
人
は
だ
し
の
力
作
ぞ
ろ
い

舞　鶴 洋画　　（宮﨑京子）

春　吉
日本画　（福原初江）
書　　　（大森冨士子、安武英子､ 植村和子）
工芸　　（瓜生ヤスヱ）

赤　坂
洋画　　（平田久雄）、書　（堀勝枝）、写真　（樋口俊明）
日本画　（井上誠之助）

草ヶ江

日本画　（千住高秋）、書　（由井洋子）
写真　　（櫻木照久、眞島美枝子）
工芸　　（江口照代、小原章子、行徳美和子、
　　　　竹下浩子、大坪洋子、泰松雅子、二石福美）

福　浜
書　　　（久野好子、廣田禎二）、写真　（林敏子、矢野政志）
工芸　　（吉村菊子、藤井昭子、久野好子）

当　仁
日本画　（髙橋幸子）、書　（高橋　績）
工芸　　（井上宏、木附悦子）

南当仁 写真　　（藤島正稔）
平　尾 洋画　　（河野昭子）

高　宮
洋画　　（福井茂）、書　（荻原直子、小玉加代子）
工芸　　（大坪由枝、荻原直子、山口百合江、小玉加代子）

笹　丘 洋画　　（石松繁昭）、工芸　（廣瀬トシ子）

【作品出展者一覧】【作品出展者一覧】 敬称略敬称略

「ひと休み（切り絵）」「ひと休み（切り絵）」
当仁　井上　宏さん（86）当仁　井上　宏さん（86）

「ミニチュアハウス」「ミニチュアハウス」
高宮　山口百合江さん（70）高宮　山口百合江さん（70）

ぜひ皆さんも作品づくりに
挑戦してみませんか？

ご協賛頂きました皆様方へご協賛頂きました皆様方へ
　

３
年
間
に
わ
た
っ
た
コ

ロ
ナ
の
流
行
も
や
っ
と
下

火
と
な
り
、
マ
ス
ク
の
着

用
か
ら
も
解
放
さ
れ
ま
し

た
。
た
だ
こ
の
間
の
活
動

自
粛
の
影
響
は
大
き
く
、

多
く
の
ク
ラ
ブ
で
会
員
数

の
減
少
が
み
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
幸
い
昨
年
秋

に
福
祉
バ
ス
の
運
行
が
再

開
さ
れ
て
以
降
減
少
の
ス

ピ
ー
ド
は
鈍
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
年
度
の
活
動
が

よ
り
重
要
な
意
味
を
持
っ

て
き
ま
す
。
将
来
の
こ
と

を
考
え
れ
ば
若
い
人
の
入

会
を
促
進
す
る
こ
と
が
重

要
で
、
そ
の
た
め
に
は
コ

ロ
ナ
前
に
行
っ
て
い
た
活

動
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る

の
で
は
な
く
、
何
か
一
工

夫
加
え
た
活
動
を
心
が
け

ね
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
部
会
部
会
長　

�

片
岡
潤
治
（
小
笹
校
区
）

　

こ
の
た
び
は
「
中
央
区

老
ク
連
だ
よ
り
」
の
発

行
に
あ
た
り
ま
し
て
広
告

の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か

で
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
願
っ
て
発
行
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご

厚
誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編集後記編集後記


